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集
落
営
農
体
に
対
す
る
支
援
は

　

農
業
振
興
と
し
て
、
集
落
営
農
ビ

ジ
ョ
ン
は
一
定
の
成
果
を
生
む
と
考
え

る
が
、
村
と
し
て
の
集
落
営
農
の
位
置
づ
け
と

実
施
状
況
、
こ
れ
か
ら
の
支
援
を
ど
う
行
っ
て

い
く
の
か
。

　

ビ
ジ
ョ
ン
は
重
要
な
振
興
策
で
あ

り
、
集
落
営
農
の
基
本
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
20
地
区
で
策
定
さ
れ
、
8
地
区

が
実
践
し
て
い
ま
す
。
支
援
と
し
て
は
、
団

体
等
で
実
践
支
援
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
お

り
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

介
護
保
険
の
軽
減
措
置
は

　

10
月
か
ら
施
設
等
の
自
己
負
担
が

増
え
る
が
、
対
象
人
数
と
増
え
る
負
担

額
は
。
ま
た
、
利
用
者
へ
の
説
明
状
況
と
軽
減

措
置
は
。

　

対
象
に
な
る
方
は
、
施
設
で

2
0
3
人
、
在
宅
で
5
0
0
人
で

す
。
負
担
は
、
施
設
は
第
３
段
階
の
方
で

1
5
、0
0
0
円
の
増
、
在
宅
は
第
3
段
階

の
方
の
短
期
入
所
で
7
0
0
円
の
増
で
す
。

軽
減
措
置
と
と
も
に
利
用
者
に
説
明
し
て

い
ま
す
。

武田　猛見 議員
越前堰の計画的改修は

移管を優先に取り組む

　

小
岩
井
地
区
の
越
前
堰
は
、
水
害
の

警
戒
･
危
険
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
住

民
の
生
命
･
財
産
を
守
る
点
か
ら
も
改
修
は
急

務
で
あ
る
。

①
過
去
に
起
き
た
水
害
と
、
取
っ
て
き
た
対
策

は
。

②
水
害
対
策
の
考
え
方
と
、
抜
本
的
で
計
画
的

な
改
修
が
急
務
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

①
被
害
状
況
は
、
７
年
８
月
の
大
雨

で
は
、
浸
水
が
床
上
で
８
棟
、
床
下

で
15
棟
あ
り
、
14
年
７
月
の
台
風
で
は
床

下
で
20
棟
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
対

策
は
職
員
の
配
置
や
巡
回
を
行
い
必
要

に
応
じ
て
消
防
団
な
ど
に
よ
る
土
の
う

積
み
を
行
い
ま
し
た
。

②
越
前
堰
は
、
7
年
度
に
災
害
関
連
の
事

業
で
改
修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
部
分

的
な
補
修
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
抜
本

的
な
改
修
は
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

今
後
は
、
行
政
区
域
境
で
も
あ
る
こ

と
か
ら
、
県
と
土
地
改
良
区
、
雫
石
町
な

ど
に
強
く
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
段
階

的
に
移
管
す
る
こ
と
を
優
先
さ
せ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
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▲大雨で越流した越前堰（H17.8.15）
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